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Peer Response (PR) is a form of learning in which learners read each other’s compositions and respond
to them by offering corrections and elaborations to make their compositions better (Ikeda 2004: 37–38). In
research on PR in Japanese language education thus far, much research has been done on the product of
PR (i.e., the resulting changes to the compositions), and the effectiveness of PR has been verified. On the
other hand, with respect to the process, not much research has been done yet. However, because there is a
risk concerning facing threats, making a negative comment on another’s composition is not likely to be
easy for learners. Therefore, in this study, I used conversation analysis to analyze data collected from
actual PR to clarify how learners point out incorrect parts in others’ compositions.
The results of the analysis show that learners may use at least three ways to make negative comments:
1) by asking questions to explore other possibilities; 2) by using a rising intonation to identify incorrect
parts; 3) by requesting an explanation before making negative comment. In addition, the present study
shows that PR constitutes one underexplored data domain whereby we can gain a greater understanding
of how participants construct their social relations and identities as learners.
ピア・レスポンスにおける学習者の問題点指摘の構造
─問題点指摘を開始する連鎖に着目して─
Indicating Problems in Another’s Composition during Peer Response:
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つまり、PR も「１つの秩序のある」（西阪・高木・川島 2008:28）現象であるため、PR の参加者は
どのように PR を組織するのか、そのさまざまなやり方を会話分析で記述することが可能である。さ
らに、会話分析によって、PR 参加者が如何に相互的に PR のプロセスを作り出して、社会的な関係
を構築するのかを解明することができる。
吉　陽 「ピア・レスポンスにおける学習者の問題点指摘の構造」










































断片１はグループ２の１回目の PR 活動のやりとりであり、学習者 E・F・G・H が参与している。
この断片では、学習者 Eは作文の書き手であり、Eの作文について議論が行われている。学習者 Gは




01 G 那个，>4 有　　一个　　就是＜…5:我 得 个 世界一番広く広がって
あれ　 まだ ある　 １つ　 つまり　 私　思う これ
【あの、もう一つは、この世界一番広くひろがって】
02→　G 那个 広く　去掉 =
それ　　　　削除
【その「広く」を削除して】




05 E 一番 [（じゅう）
06 H [一番　
07 H 世界 [一番（.）[ひろ＊




12 E 広く　　　去掉 ？
あなた　 言う　PRT 削除　Q
【「広く」を削除せよという意味ですか】
13→　G °>不是<°我　　是　　 个 在　上面　可以， 然后　　 把　 个　去掉
違う　私　である　言う　これ　ある　上 良い　それから　PRT これ　削除
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16 E >因 前面　有　　一个 i <-°…::°i-…哦:::哦哦哦
PRT 前　ある １つ　　　　　 お　 おおお
【前には（ ）があるから、おおおお】
17 G 一番什 - 一番 [＞什 什 <
何　何
【一番なになに】




























































会話の構造という観点からみると、12行目の書き手 E の確認と13－14行目の問題点指摘者 G の返
答は Gの02－03行目の質問と16行目、19行目の Eの（完了されていない）返答という本連鎖（base-
sequence）に挟まれる挿入連鎖（insert-sequence）であると思われる。






03 G =是不是也可以 蚌蚌本連鎖の第一部分
12 E 把広く去掉 ←挿入連鎖の第一部分
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13 G °>不是<°我是 个在上面可以，然后把 个去掉
14 是不是也可以 ． ←挿入連鎖の第二部分
16 E >因 前面有一个 i <-°…::°i-… 哦:::哦哦哦 蚌蚌本連鎖の第二部分











る議論であり、参加者 A は書き手である。参加者 D は書き手 A の作文について問題点を指摘してお














11 D わ [たしの [なかはで






























01 Ken ’E likes that waider over there. ←トラブル源が含まれる順番
やつは、あそこのウェーターが好きなんだ。
02 Al Wait-er? ←他者開始の順番
ウェーター？
03 Ken Waitress, sorry. ←自己修復の順番
ウェートレスだ，ごめん。























































04 Nel Whatcha doin’. ←プレ連鎖の第一部分
今なにをやっているの
05 Cla Not much. ←プレ連鎖の第二部分
別になにもやっていないけど


























































02 の中で:.hとって（.）かわらない:(.7) [こう::ばし？(.4) [（の意味）
03 ？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[.hh
04 B [で [とって
05 C [あん[かけ橋











17 B …: [::
18 C [＞°自分の意見です°＜
19→　B …::中国語でどんな意味を[°伝えたいですか．°




22 C ° 那个: 它°不　 是°　　是　　 在　 [世界 的°＝
つまり　 それ　3sg N である　である　 PRT 世界 の
【つまり、（英語）は世界に】
23 B [ .
うん
【うん】















28 C [不　　可　　[取代　的 梁　的]
N できる　 代替　の　橋　　の
【かけがえのない懸け橋】
29 D [不　 可　　取代　的 梁　的　作用]









33 C [ 梁 的　[作用
橋　 の　働き
【懸け橋の働き】
34 B [在　 个 交流　中 就是　[ 着 =
PRT これ　交流　中 つまり 発揮 PRT
【この交流の中で、（ ）の働きを果たしている】
35 C [ .
うん
【うん】
36 B =°　一个　不　 可　　取代　的 梁　的　作用°
１つ N できる　代替　の　 橋 の　働き
【かけがえのない懸け橋】
37 （1.1）





















































12 D ＝が徐々に出ている. …::その:…::部分の人に（.）対して
13 B うん.
























問題点指摘者 B は01－02行目において、問題文を特定し、さらに書き手である D に作文における
「自分」は誰を指しているかと質問する。この質問に対して、書き手 Dの返事がなかなか来ないため、
問題点指摘者である B は08行目で、自分の質問を具体化して、「この『自分』はこの声をでてくる人
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③ . ピリオドは、直前部分が下降調の抑揚（falling intonation）で発話されていることを示
す。
④　？ 疑問符は、直前部分が上昇調の抑揚（rising intonation）で発話されていることを示す。








⑨ hh 小文字の hは呼気音を示す。呼気音の相対的長さは hの数で示す。この記号は「ため
息」「笑い」などいくつかの種類の異なるふるまいを示す。
⑩文(h)字(h) 呼気音が言葉に重ねられている場合には、発話の途中に（h）を挿入する。


















Q question marker 疑問表現
3sg third-person singular pronoun 第三人称
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